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◆ 主 な 内 容◆
◇会長あいさつ、市長あいさつ…………………P. 2

◇市長への意見書の提出　他……………………P. 3

◇農業委員会全体研修会　他……………………P. 4

◇道の駅いたこ花壇整備　他……………………P. 5

◇農業委員会活動報告　他………………………P. 6
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
緊
迫
化

等
に
よ
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
等
に
よ
り
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
の
減
少
及
び
耕
作

放
棄
地
の
増
加
、
農
畜
産
物
の
需
要
の
落
ち
込
み
な
ど
、
農
業
経
営
者
の
自
助
努
力
だ

け
で
は
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
構
造
改
革
を
さ
ら
に
加
速
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
市
が
作
成
す
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
「
地
域
計
画
」
と
し
て

法
定
化
す
る
農
地
関
連
法
が
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
施
行
は
令
和
五
年
四
月
に
予
定

さ
れ
、
地
域
計
画
は
施
行
後
二
年
以
内
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会

と
し
ま
し
て
は
、
市
の
求
め
に
応
じ
、「
地
域
計
画
」
策
定
時
に
作
成
す
る
農
業
を
担

う
者
ご
と
に
利
用
す
る
農
用
地
な
ど
を
定
め
た
「
目
標
地
図
」
の
素
案
を
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
市
農
業
施
策
の
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
農
業
の
担
い
手
の
確
保
、
特
に
新

規
就
農
者
の
確
保
に
向
け
た
活
動
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
潮
来
市
農
業
委
員
会
一
丸
と
な
り
、
潮
来
市
農
業
発
展
の
た
め

よ
り
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
市
政
運
営
、
特
に
農
業
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
で
は
農
業
委
員
会
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
芋

掘
り
体
験
学
習
や
道
の
駅
い
た
こ
前
道
路
植
栽
帯
の
整
備
事
業
等
を
行
わ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
最
も
早
く
お
盆
前
に
収
穫
が
出
来
る
極
早
生
米
『
一

番
星
』
や
地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル
米
『
潮
来
あ
や
め
ち
ゃ
ん
』、
繊
維
質
や
ビ
タ
ミ
ン
な
ど

を
含
み
何
に
で
も
合
う
食
材
と
し
て
『
ま
こ
も
た
け
』
と
い
っ
た
農
家
の
皆
様
の
ご
尽

力
に
よ
っ
て
生
産
い
た
だ
い
て
い
る
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
地
域
ブ
ラ
ン

ド
力
の
強
化
と
販
路
拡
大
の
取
り
組
み
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
農
業
を
盛
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
農
産
物
の
消
費
の
減
退
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に
よ
る
原
油
、
肥
料
等
の
生
産
資
材
の
高
騰
等
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
特
産
品
が
さ
ら
に
安
定
的
に
供
給
で
き

る
よ
う
、
皆
様
に
は
引
き
続
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
健
康
で
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
春
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

潮
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■議案審査の状況を公表します。■議案審査の状況を公表します。

農業委員会定例会における議案審査の件数は下記のとおりです。

審　査　項　目 7月 8月 9月 10月 11月 12月
農地法第３条
（農地のままでの権利の移転）

4件 1件 2件 1件 2件 5件

農地法第4条（自己転用） 1件

農地法第5条
（権利の移転を伴う転用） 3件 １件 4件 2件 4件 １件

利用権の設定
（農業経営基盤強化促進法による）10件 3件 3件 29件 21件40件

農地の現況確認証明 １件

その他 １件 １件

農地法の許可申請等は、毎月次の
日程で行われています。

　締　切　日　　　毎月１０日
　農地農政相談日　　随　時
　現地調査日　　　毎月１７日
　総　会　日　　　毎月２５日

※土曜・日曜・祭日等と重なるときは、
変更になります。

農業委員会総会日程農業委員会総会日程 期間：令和４年7月～令和４年12月

― 潮来市の農業振興に向けて ―

　潮来市農業委員会は、令和４年9月26日、原
浩道市長へ「令和５年度潮来市農地等利用最適
化推進施策に関する意見書」を提出しました。
　この意見書は、農業委員会等に関する法律第
38条第1項に基づくもので、農地等の利用の最
適化の推進等の改善についての意見を取りまと
め、農業委員会より、市長へ提出するものです。

主な意見の項目は次のとおりです。
１．米づくりに対する支援について
　　（１）米の直接支払交付金に代わる新たな制度の創設、価格補償等につき検討してください。
　　（２）病害虫防除について、地域毎の一斉防除等の体制整備を検討してください。
　　（３）潮来産米の産地化を進めるために、更なる生産量の拡大、販売先の確保等について検討し

てください。

２．担い手に対する支援について
　　（１）新規就農者等の育成・確保のため、各種支援につきまして検討してください。
　　（２）認定農業者等、地域の担い手に対し、市単独で農業機械・施設の整備に対する補助事業等

の拡充につきまして検討してください。
　　（３）小規模農家に対して、農業機械、施設の整備に対しての支援を検討してください。

３．担い手への農地集積・集約化に対する支援について
　　（１）農地中間管理事業の制度の周知徹底を図られたい。
　　（２）簡易な土地改良事業に対する支援を検討してください。

４．遊休農地の解消に対する支援について
　　（１）担い手農家が遊休農地等を借り受けて耕作をする場合に、抜根、整地に係る経費について、

市単独の助成制度の創設等を検討してください。

５．農業委員会の体制整備について
　　（１）農業委員会の業務の拡充に伴い、事務局体制の強化を検討してください。

潮来市農地等利用最適化推進施策に関する意見書を提出
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市
農
業
委
員
会
の
全
体
研
修
会
を
十
月
二
十
日
〜

二
十
一
日
に
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
参
加
の
も
と
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

視
察
場
所
は
、『
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

関
東
甲
信
越
支
社
』
で
し
た
。
あ
み
プ
レ
ミ
ア
ム
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
近
く
に
位
置
し
、
圏
央
道
阿
見
東
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
約
五
分
の
ア
ク
セ
ス
の
良
い
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
農
業
を
す
る
者
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
農
業
機
械
、
農
業
の
最
新
技
術
を
紹
介
す

る
情
報
発
信
基
地
で
す
。

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
最
新
の
農
業
機
械
の
展
示
、

建
設
機
械
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
パ
ネ
ル
展
示

な
ど
ヤ
ン
マ
ー
グ
ル
ー
プ
の
最
先
端
技
術
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

整
備
工
場
で
は
、
大
型
・
高
性
能
化
す
る
機
会
に

対
応
で
き
る
様
々
な
資
格
を
持
つ
プ
ロ
の
サ
ー
ビ
ス

マ
ン
が
修
理
・
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
に

十
二
台
の
農
業
機
械
を
修
理
で
き
る
ブ
ー
ス
が
あ
り

圧
巻
で
し
た
。

研
修
終
盤
に
は
、
参
加
者
に
よ
る
大
型
ト
ラ
ク
タ

ー
の
試
乗
体
験
を
し
ま
し
た
。
女
性
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
の
も
と
意
気
揚
々
と
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ

て
い
た
姿
が
印
象
深
か
っ
た
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を

活
用
し
直
進
の
自
動
化
に
よ
る
農
作
業
の
高
効
率

化
・
高
精
度
化
試
乗
に
よ
っ
て
貴
重
な
体
験
を
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
の
農
業
の
姿
だ
と
思
い
ま
す
。
有

意
義
な
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
全
体
研
修
会
に
参
加
し
て

　

農
業
委
員
会
全
体
研
修
会
に
参
加
し
て

広
報
委
員

広
報
委
員  　　

石　

神　

一　

徳

石　

神　

一　

徳

　

十
一
月
二
十
五
日
、
潮
来
市
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、

農
業
委
員
会
行
方
地
域
協
議
会
及
び
茨
城
県
農
業
会
議
主

催
に
よ
る
全
体
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
潮
来
市
、

行
方
市
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、
事
務
局
、
来
賓
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
潮
来
市
の
堀
井
満
委
員
、
宮
本
孝
一
委
員
、

髙
品
二
美
代
委
員
、
薄
井
登
三
男
委
員
の
四
名
が
永
年
勤

続
の
功
労
に
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
全
国
農
業
会
議
所　

農
地
・
組
織
対
策
部
の

佐
分
将
太
氏
を
講
師
に
「
地
域
計
画
に
お
け
る
農
業
委
員

会
の
役
割
に
つ
い
て
」
を
演
題
と
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

農
業
委
員
会
行
方
地
域
協
議
会

全
体
研
修
会
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農地の適正な管理をお願いします。

【お問い合わせ先】
　潮来市農業委員会
　（TEL:0299-63-1111、内線 270,272）

　潮来市農業委員会の管理する道の駅いたこ前の花壇整備を11月6日に実施しました。
　毎年５月と11月の年２回、農業委員・推
進委員及び地域ボランティアの協力を得
て、季節感豊かな花の植え付けを行ってい
ます。
　農業委員・農地利用最適化推進委員18名
が班編成をして、毎週日曜日に交代で水か
けや除草作業等の管理を実施しています。
道の駅やカシマスタジアム等へおいでにな
る方々を歓迎おもてなしができるよう、継
続的に花壇整備をしていきます。

「農地について所有権または賃借権その他の使用および収益を目的とする権利を有する者は、当
該農地の農業上の適正かつ効率的な利用を確保するようしなければならない」と農地法に責務規
定が設けられています。
　最近、担い手の高齢化等により、耕作されない農地が年々増加しています。長い間耕作しない
と、立木等が繁茂し、農地に復元するのには多大な労力を要します。また、農地が荒廃化する
と、ゴミの不法投棄、病害虫の発生等、周辺農地や近隣住民の方に多大な迷惑がかかります。

（最近、遊休農地における草刈等の苦情が多くなってきています。）
　所有者の方におかれましては、耕起、草刈等の適正な管理をお願いいたします。

　道 の 駅 花 壇 整 備

農業者年金で安心で豊かな老後を !
農業者年金へは、
次の要件を満たす方ならどなたでも加入できます。

※ さらに、年間60日以上農業に従事する60歳以上65
歳未満の国民年金の任意加入者も加入できます。

●あなたの老後生活への備えは十分ですか?
● 年金は家族一人ひとりについて準備することが大切
です。

● 老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。

　全国農業新聞は、経営とくらしに役立つ
農業総合専門紙です。「週刊」という一週間
の時間を生かし、情報がわかりやすいよう
に解説的にまとめられています。
全国４７都道府県にある支局の県版・地方
版の充実により、地域の元気で特徴ある明
るい話題や、地域独自のイベント情報など
の提供も行っています。
農業情報が満載　「全国農業新聞」で、一歩
進んだ農業経営と豊かな家庭を！
　発行日 / 毎週金曜日　 購読料 / 月７００円
　　お申し込みは、農業委員会へどうぞ
　　　（☎ 63-1111、内線 270・272）

◆全国農業新聞◆◆全国農業新聞◆

年間60日以上
農業に従事

国民年金第 1号
被保険者

（国民年金保険料納
付免除者を除く）

60歳未満
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編
集
後
記

四
月
か
ら
農
業
委
員
に
な
り
、
当
初
は

農
業
委
員
と
し
て
の
活
動
内
容
も
わ
か
ら

ず
に
と
ま
ど
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
先
輩
委
員
の
方
々
や
事
務
局
の
皆

さ
ん
に
、
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
、
早
い
も
の
で
十
ヶ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
農
業
は
生
活
の
一
部
で
し

た
が
、
農
業
委
員
に
な
っ
て
、
農
地
法
に

つ
い
て
研
修
を
受
け
た
り
、
農
地
調
査
を

実
施
し
な
が
ら
、
農
業
に
対
す
る
新
た
な

知
識
を
習
得
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
知
る

事
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
て
も
興
味
深
い

で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
、
農
業
に
対
し
て

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
様
、
農

業
委
員
と
し
て
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

潮
来
市
の
農
業
の
発
展
に
力
を
注
い
で

い
け
た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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澤　

淳
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広
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委
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会

　10月28日に潮来小学校の１・２年生70名とあやめこども園の園児25名が大生地内の再生畑でイ
モ掘りを体験しました。
　5月31日に植えた3種類のサツマイモ（シルクスイー
ト、紅はるか、すずほっくり）の収穫を行うことができ
ました。今年度からは、あやめこども園の園児たちも一
緒に体験してもらっています。イモ苗植えの際は、別々
に体験しましたが、イモ掘り体験は１年生と園児の交流
も兼ねて合同で実施しました。終了する頃には、２年生
も合流し、圃場がとてもにぎやかになりました。元気
いっぱい楽しんで体験できたようです。

イ モ 掘 り を 体 験 ― 耕作放棄地解消事業 ―

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
後
期
分

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
後
期
分))

農
地
部
会

農
政
部
会
・
推
進
委
員
合
同
会
議

農
業
者
年
金
研
修
会

８
月
定
例
総
会
・
全
員
協
議
会

農
政
部
会
・
推
進
委
員
合
同
会
議

農
地
部
会

９
月
定
例
総
会
・
全
員
協
議
会

市
長
へ
の
意
見
書
の
提
出
（
市
農
業

施
策
に
関
す
る
意
見
）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
潮
来
地
区
）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
津
知
地
区
）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
延
方
地
区
）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
大
生
原
地
区
）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
香
澄
地
区
）

農
地
利
用
状
況
調
査
（
八
代
地
区
）

サ
ツ
マ
イ
モ
試
し
掘
り

道
の
駅
い
た
こ
収
穫
祭
に
参
加
（
サ

ツ
マ
イ
モ
の
販
売
）

市
町
村
農
業
委
員
会
会
長
・
事
務
局

長
会
議

農
政
部
会
・
推
進
委
員
合
同
会
議

農
地
部
会

潮
来
市
農
業
委
員
会
全
体
研
修
会

10
月
定
例
総
会
・
全
員
協
議
会

８
月
17
日

19
日

25
日

25
日

９
月
16
日

20
日

26
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

10
月
3
日

4
日

9
日

16
日

17
日

17
日

18
日

20
日

〜
21
日

25
日

耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
：
イ
モ
掘
り

体
験
学
習
（
潮
来
小
児
童
・
あ
や
め

こ
ど
も
園
園
児　

大
生
地
内
）

道
の
駅
い
た
こ
花
壇
整
備

道
の
駅
花
壇
植
替
え

広
報
委
員
会

農
政
部
会
・
推
進
委
員
合
同
会
議

農
地
部
会

行
方
地
域
協
議
会
全
体
研
修
会

11
月
定
例
総
会
・
全
員
協
議
会

地
域
の
農
地
を
活
か
し
持
続
可
能
な

農
業
・
農
村
を
造
る
運
動
推
進
大
会

広
報
委
員
会

農
政
部
会
・
推
進
委
員
合
同
会
議

農
地
部
会

12
月
定
例
総
会
・
全
員
協
議
会

仕
事
納
め

事
業
予
定(

令
和
５
年)

仕
事
始
め

農
政
部
会
・
推
進
委
員
合
同
会
議

農
地
部
会

１
月
定
例
総
会

農
業
委
員
会
会
長
研
修
会

農
政
活
動
推
進
本
部
代
議
員
総
会

新
春
農
政
懇
談
会

10
月
28
日

28
日

11
月
6
日

14
日

14
日

17
日

25
日

25
日

12
月
14
日

15
日

15
日

16
日

23
日

28
日日

１
月
４
日

16
日

17
日

24
日

26
日

26
日

26
日 事

業
予
定
（
令
和
５
年
）

事
業
予
定
（
令
和
５
年
）


